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区分 公　民　館　名

甲地域

乙地域

丙地域

宮之城屋地区、虎居区、船木区

時吉区、佐志区、山崎区、柏原区

湯田区、二渡区、久富木区、平川区、

白男川区、柊野区、泊野区、鶴田区、

神子区、紫尾区、求名区、永野区、

中津川区

Ａ：人口による区分

　　①年少人口 

　　②高齢者人口 

　　③生産年齢人口

Ｂ：交通の利便性

Ｃ：生活環境の利便性

※　Ａ・Ｂ・Ｃを点数化して３地域に分類

住宅を建設又は購入した場合 住宅のリフォームの場合

①町外から転入した方

②甲地域から乙地域又は丙地域に

　転居した方

③乙地域から丙地域に転居した方

④引き続き丙地域に居住し、中学

　生以下の子を養育している方

①平成26年４月１日以降転入し、

　住宅リフォームを行う方

②対象経費（150万円）以上の

　住宅リフォームを行った方

①　居住地域の公民会に加入すること。

②　町税等の滞納がないこと。

補
助
要
件

共通
要件

２広報さつま３ 広報さつま

　

町
外
か
ら
の
転
入
及
び
町
中
心

地
域
か
ら
周
辺
地
域
へ
の
転
居
に

よ
り
定
住
し
よ
う
と
す
る
方
に
対

す
る
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

本
町
の
人
口
増
加
及
び
均
衡
あ
る

地
域
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
分
け
に
つ
い
て
は
現
在
、

区
公
民
館
ご
と
に
「
地
域
づ
く
り

活
性
化
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
地

域
の
維
持
・
発
展
に
対
す
る
取
組

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

町
の
発
展
を
考
え
る
と
、
更
に
区

公
民
館
の
果
た
す
役
割
は
大
き
な

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
区
公

民
館
内
に
お
い
て
も
人
口
の
分
布

や
利
便
性
な
ど
地
域
（
公
民
会
単

位
）
に
格
差
は
あ
る
も
の
の
、
今

後
の
将
来
を
見
据
え
た
場
合
、
区

公
民
館
を
単
位
と
し
た
地
域
分
け

に
よ
る
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
適

当
で
あ
り
、
合
理
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
区
公
民
館

を
単
位
と
し
て
甲
地
域
、
乙
地
域

及
び
丙
地
域
の
３
地
域
に
区
分
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
転

入
又
は
転
居
さ
れ
た
方
で
、
本
町

に
住
宅
を
取
得
（
建
設
又
は
購

入
）
し
、
補
助
要
件
を
満
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
の
転
入
又
は

転
居
前
の
住
所
地
は
平
成
26
年
１

月
１
日
の
住
所
地
が
基
準
と
な
り

ま
す
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

 　

転
入
又
は
転
居
要
件
の
特
例
と

し
て
、
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前

に
転
入
又
は
転
居
さ
れ
、
住
宅
の

取
得
が
転
入
又
は
転
居
さ
れ
た
日

か
ら
１
年
以
内
の
方
で
【
住
宅
を

建
設
（
購
入
）
の
場
合
】
の
①
か

ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

※補助上限額欄の上段は町内施工事業者の場合

　下段の（　　）は町外施工事業者の場合

80万円
(60万円)

80万円
(60万円)

60万円
(40万円)

補助上限額

－

－

－

100万円
(80万円)

60万円
(40万円)

－

－

甲地域 乙地域 丙地域

80万円
(60万円)

120万円
(100万円)

引き続き丙地域居住

乙地域から転居

甲地域から転居

町外から転入

○住宅建設補助金額（補助率：建設費の３０％以内）

事　　由

60万円
20万円
－

100万円

80万円

80万円

80万円

70万円

70万円
60万円
60万円

20万円
－
－

80万円

40万円

－

60万円

30万円

－
40万円

○住宅購入補助金額（補助率：購入額の３０％以内）

町外から転入

甲地域から転居

乙地域から転居

60万円

－

－

40万円

－

－

築５年
未　満

築５年以上
15年未満

築15年
以　上

町外から転入

甲地域から転居

乙地域から転居

町外から転入

甲地域から転居

乙地域から転居

事　　由
補助上限額

甲地域 乙地域 丙地域

○住宅リフォーム補助金額（補助率：工事費の３０％以内）

※補助上限額欄の上段は町内施工事業者の場合

　下段の（　　）は町外施工事業者の場合

町外から転入

(150万円以上の工事）
30万円
(20万円)

40万円
(30万円)

50万円
(40万円)

事　　由
補助上限額

甲地域 乙地域 丙地域

【引き続き丙地域に居住】
　住宅補助:60万円
（義務教育課程（中学生以下）を
　養育している場合に限る)

【乙地域】

【丙地域】

【甲地域】

※転入又は転居の直近の住所地は

　平成26年１月１日の住所地が基準となります。 平成26年4月1日以

降転入又は転居し、

住宅を取得（建設

又は購入）又は住

宅リフォーム（転

入のみ）を行った

方が対象です。

目
的

区
公
民
館
を

　
３
つ
の
地
域
に
区
分

補
助
の
対
象
は
？

【
基
準
日
前
に
転
入

　
又
は
転
居
し
た
方
に

　
　
　
　
対
す
る
特
例
】

○
町
外
か
ら
の
転
入
者
又
は
町
内
転
居
者
の
住
宅
建
設
又
は
購
入

○
町
外
か
ら
の
転
入
者
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補
助
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

（
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

　
３
年
間
の
期
間
限
定
の
事
業
と
な
り
ま
す
。
）

周
辺
地
域
等
移
住
定
住

　
　
　

促
進
補
助
制
度

周
辺
地
域
等
移
住
定
住

　
　
　

促
進
補
助
制
度

開
始

■お問い合わせ先
さつま町役場　
企業誘致対策室　企業誘致係
電　話：0996－53－1111
ＦＡＸ：0996－52－3514
メール：
shoko-yuuchi@satsuma-net.jp

①屋根等の改修…瓦の葺替え・下地修繕、補修・仮設足場、瓦の塗替え等

②外壁等の改修…外壁材の張替え・モルタル塗替え、玄関廻りの段差解消等

③内部床等の改修…床の張替え・畳・シート張替え、フローリング化、床の断熱改修等

④廊下・階段等の改修…天井の張替え、壁材の張替え、ガラスの取替え・設置等

⑤居室などの増改築…台所の改修、便所・浴室・洗面所等改修、居室等の増改築等

【リフォームの対象工事】

住宅建設（町内施工事業者、子育て加算３名、地元木材加算有の場合）

【転入】
住宅補助:100万円
子育て加算:30万円
地元木材加算:10万円

【転入】
住宅補助:80万円
子育て加算:30万円
地元木材加算:10万円

【転入】
住宅補助:120万円
子育て加算:30万円
地元木材加算:10万円

【転居】
住宅補助:60万円
子育て加算:30万円
地元木材加算:10万円

【転居】
住宅補助:80万円
子育て加算:30万円
地元木材加算:10万円

【転居】
住宅補助:80万円
子育て加算:30万円
地元木材加算:10万円

補助金共通
中学生以下の子を養育

(引き続き丙地域居住は対象外)

【子育て加算】

一人につき、10万円

上限30万円
※引き続き、丙地域
　居住は対象外

【地元木材活用加算】

10㎥以上活用

一律10万円

プラスプラス

【町外】

 H26.1.1
 住所地

①
書
類
作
成

②
事
前
審
査

③
建
設
着
手

④
建
設
完
了

⑧
補
助
金
受
領

⑦
補
助
金
受
領

⑤
不
動
産
登
記

⑥
交
付
申
請

⑨
二
年
目
以
降

　
継
続
申
請
書

⑦
交
付
決
定

補
助
金
交
付

計
画
承
認
通
知

①
書
類
作
成

②
事
前
審
査

③
工
事
着
手

④
工
事
完
了

⑤
交
付
申
請

⑥
交
付
決
定

補
助
金
交
付

申
請
者

町

申
請
者

町
計
画
承
認
通
知

【
補
助
金
の
手
続
き
方
法
】

⑴ 

住
宅
建
設
又
は
購
入
の
場
合

⑵ 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
場
合



等

賞
　
　
品

本
数

３
，
０
０
０
円
の

温
泉
入
浴
券

10
本

50
本

50
本

１
等

３
等

２
等

見本見本 見本見本見本見本

５
，
０
０
０
円
の

健
康
賞
品
又
は
購
入
券

１
万
円
の
商
品
券

（2） 

ポ
イ
ン
ト
の
種
類

　

ポ
イ
ン
ト
に
は
、
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
注
意
点
】

　

介
護
保
険
課
が
進
め
る
「
元
気
度
ア
ッ
プ

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
や
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
」
の
シ
ー
ル
や
ス
タ
ン
プ
と
デ
ザ

イ
ン
が
異
な
り
ま
す
。
応
募
用
紙
に
貼
付
け

る
際
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
対
象
者
の
方
で
、
５
ポ
イ
ン
ト
集
ま

れ
ば
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
ま
た
、
応

募
用
紙
は
一
人
何
枚
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

応
募
用
紙
は
役
場
本
庁
健
康
増
進
課
、
鶴

田
支
所
・
薩
摩
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

応
募
用
紙
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
等
の

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
役
場
内
に
設
置

し
て
あ
る
応
募
箱
に
投
か
ん
す
る
か
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
27
年
３
月
31
日
の
消

印
ま
で
有
効
で
す
。

（
1
）
抽
選
会
：
平
成
27
年
４
月
上
旬

　
　

応
募
用
紙
の
中
か
ら
、
第
三
者
立
会
い

　
　

の
も
と
厳
正
に
抽
選
し
ま
す
。

（
２
）
当
選
賞
品

　
■
応
募
総
数
…
ハ
ガ
キ
６
，
３
９
７
枚

　
　
　
　

（
Ｈ
24
年
度
４
，
３
６
７
枚
）

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
抽
選
を
お
願
い
し
、

当
選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

５ 広報さつま ４広報さつま

　

本
年
度
か
ら
は
、
健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト

事
業
に
、
地
元
企
業
も
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

○
町
内
の
企
業
単
位
で
、
健
康
づ
く
り
事
業

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
参
加
す
る
場
合
は
、
事
前
に
団
体
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
職
場
健
診
を
受
診
し
て
も
ポ
イ
ン
ト
が
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
２
ポ
イ

ン
ト
）

■
名
称

　

平
成
26
年
度
健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
事
業

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
、
満
18
歳
以
上
の
方

（
学
生
は
除
く
）

■
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
（
火
）
か
ら

　

平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）
の
１
年
間

■
ポ
イ
ン
ト
等
を
集
め
る
方
法
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を
使
っ
て
た

く
さ
ん
集
め
て
く
だ
さ
い
。

（1） 

町
の
主
催
事
業…

２
ポ
イ
ン
ト

　

・
特
定
健
診
の
受
診
、
特
定
健
康
診
査
結

　
　

果
報
告
会
（
会
場
で
ス
タ
ン
プ
を
押
印

　
　

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

　

・
人
間
ド
ッ
ク
、
個
別
健
康
健
診
な
ど

　

（
役
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
自
己
申
告
の

　
　

う
え
、
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
て
も
ら
っ

　
　

て
く
だ
さ
い
。
）

　
（2） 
町
の
主
催
事
業…

１
ポ
イ
ン
ト

　

・
町
主
催
の
健
康
教
室
や
健
康
づ
く
り
研

　
　

修
会
、
町
が
認
め
る
各
種
研
修
会
な
ど

　

（
会
場
で
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
て
も
ら
う

　
　

か
、
主
催
者
配
布
の
チ
ラ
シ
に
あ
る
チ

　
　

ラ
シ
印
刷
を
切
り
取
り
集
め
て
く
だ
さ

　
　

い
。
）

（1） 

健
康
づ
く
り
を
行
う
団
体
の
活
動
…

　

１
か
月
の
継
続
的
な
活
動
に
１
ポ
イ
ン
ト

　

・
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
活
動
、
サ
ロ
ン
で

　
　

の
健
康
活
動
な
ど

（2） 

登
録
し
た
公
民
館
や
公
民
会
等
が
行

　
う
健
康
づ
く
り
事
業
…
１
ポ
イ
ン
ト

　

（
主
催
者
配
布
の
チ
ラ
シ
に
あ
る
チ
ラ
シ

　
　

印
刷
を
切
り
取
り
集
め
て
く
だ
さ
い
。）

（3） 

登
録
し
た
企
業
が
行
う
職
場
健
康
健

　
診
事
業
…
２
ポ
イ
ン
ト　
　

　

（
職
場
の
健
康
主
務
担
当
者
か
ら
ス
タ
ン

　
　

プ
を
押
印
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。）

（1） 

個
人
が
継
続
し
て
取
り
組
む
健
康
運
動
…

　

１
か
月
の
継
続
的
な
活
動
に
１
ポ
イ
ン
ト

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
健

康
体
操
、
温
泉
活
用
な
ど
（
１
か
月
ご

と
に
、
役
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
健
康

活
動
の
証
明
書
類
（
簡
単
な
も
の
で

可
）
を
提
示
し
、
ス
タ
ン
プ
を
押
印
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

・
応
募
は
が
き
は
…
健
診
に
行
っ
た
と

き
、
５
ポ
イ
ン
ト
た
ま
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
、
そ
の
１
枚
を
出
し
ま
し
た
。

・
健
康
づ
く
り
は
…
天
気
の
良
い
日
は
ほ

と
ん
ど
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
、
色

ん
な
方
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
草
払
い
な
ど
出
来
る
こ
と
は
自
分

で
行
い
、
毎
日
温
泉
に
も
通
っ
て
い
る
た

め
、
そ
れ
が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
当
選
し
て
…
驚
い
て
い
ま
す
。

人
と
の
出
会
い
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
家
に
引
き
こ
も
ら
な
い
で
、

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

《スタンプ》
特定健診会場、町健
康教室、登録した企
業の職場健診、個人
の健康活動で押印し
ます。

　
町
で
は
、
「
健
康
い
き
い
き
元
気
さ
つ
ま
」
の
実
現
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
２
月

20
日
の
町
民
大
会
に
お
い
て
、
『
健
康
づ
く
り
推
進
の
町
宣
言
』
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
言
を
機
に
、
ま
ち
全
体
で
健
康
づ
く
り
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ
か

ら
企
業
、
団
体
、
個
人
で
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
民
が
楽
し
み
な
が
ら
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う
意
識

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
賛
同
す
る
団
体
（
サ
ロ
ン
や

健
康
グ
ル
ー
プ
、
区
、
企
業
等
）
は
団
体
登

録
し
ま
す

町
が
行
う
健
康
事
業
、
登
録
し
た
団
体
・
個

人
で
行
う
健
康
づ
く
り
事
業
等
に
参
加
し
、

発
行
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
集
め
ま
す

シ
ー
ル
を
５
枚
集
め
、
所
定
の
応
募
用
紙
に

貼
付
け
て
応
募
し
ま
す
　

抽
　
選
（
翌
年
度
４
月
上
旬
頃
）

町
の
事
業

団
体
・
企
業

個
人

当
選
者
に
賞
品
を
発
送
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
翌
年
度
４
月
下
旬
頃
）

団体登録は、６月30

日までに登録した団

体の活動を４月の活

動までさかのぼって

ポイントに認めます。

それ以降は、登録し

た月からの活動とな

ります。

《シール》
登録した健康づくり
団体の代表者にシー
ルを配布します。

《チラシ印刷》
登録した公民館等が
発行するチラシや、
健康づくり研修会の
チラシに印刷し、参
加者に配布します。

４月11日、西さんに日髙町長より賞品が贈呈
されました。

応募用紙（裏面）

※個別検診を受診された方へ
　人間ドックや特定健診の個別健診を受診された
方は役場に出向き自己申告のうえ、スタンプを押
印してもらってください。
※事業所が町に団体登録している受診の方へ
　勤務先の事業所が、団体登録をしている場合
は、会社の健康づくり担当者からスタンプを押印
してもらいます。

内容記入 内容記入

内容記入

内容記入 内容記入

□の中にはどのよ
うなことを実施し
てシール又はスタ
ンプを貰ったのか
ご記入ください。

見本

※ハガキの表面には、必ず
　①郵便番号　②住所　③氏名　④電話番号
　を記入してください。

健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
事
業 

に

参
加
し
よ
う

健
康
さ
つ
ま
ポ
イ
ン
ト
事
業 

に

参
加
し
よ
う

～
今
年
か
ら
地
元
企
業
も

　
　
　
　
　

参
加
で
き
ま
す
～

大
き
な
改
正
点

ポ
イ
ン
ト
の
収
集
方
法

事
業
の
内
容

応
募
方
法

■
事
業
の
流
れ

１ 

町
が
定
め
た
事
業
に
参
加
す
る

２ 

健
康
づ
く
り
団
体
と
し
て

　
　

登
録
し
、
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

集
め
る
方
法

※
毎
年
度
、
健
康
団
体
と
し
て
の
登
録
が

　
必
要
で
す
。

３ 

個
人
で
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　

集
め
る
方
法

注意点

抽
選
会
・
当
選
賞
品

Ｈ
25
年
度
分
当
選
者
決
定

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
（
内
線
　
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

１
等
の
当
選
者
に

　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

１
等
当
選
者

　
　
　
西
フ
ヂ
ヱ
さ
ん

（
70
歳
代
）

健康さつまポイント応募券
５枚集めて

健康ゲット！！



７ 広報さつま ６広報さつま

　４教科とも県平均を下回ってい
ます。４教科の平均で３ポイント
低くなっており、特に国語科・算
数科で改善の必要があります。

　１年生では２教科、２年生では３教科が
県平均を上回りました。教科によってばら
つきがありますが、英語科が１・２年生と
も県平均を大きく上回っています。

１　

授
業
に
対
し
て
児
童
生
徒
が
良
い
姿
勢
で
取
り

組
め
る
よ
う
に
、
授
業
に
対
す
る
構
え
（
心
構

え
・
身
構
え
・
物
構
え
）
を
つ
く
っ
て
共
通
実
践

し
て
い
き
ま
す
。

２　

こ
の
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
や
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
な
ど
の
結
果
を
も
と
に
授
業
で
改

善
す
べ
き
点
な
ど
を
分
析
し
、
日
々
の
授
業
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

３　

授
業
を
教
師
間
で
お
互
い
に
見
合
う
な
ど
、
校

内
で
の
研
修
を
活
性
化
し
、
教
員
一
人
一
人
の
授

業
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【小学校５年生】

50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

県地区さつま町

理科算数社会国語
55%

60%

65%

70%

75%

80%

85%

県地区さつま町

英語理科数学社会国語

【中学校１年生】【中学校２年生】

55%

60%

65%

70%

75%

80%

85%

英語理科数学社会国語
地区 県さつま町

　平成25年度一般会計予算総額は、145億614万8千
円となりました。当初予算総額131億5,000万円に13
億5,614万8千円を増額しています。当初予算と比較す
ると、10.3％増となっています。 
　３月末現在における収入済額は131億1,726万5千
円で、予算額に対する収入率は90.4％となっています。
　支出済額は131億4,319万5千円で、予算額に対す
る支出率は90.6％となっています。

４　

放
課
後
や
長
期
休
業
を
活
用
し
て
、
ま
だ
定
着

し
て
い
な
い
内
容
や
発
展
的
な
内
容
を
個
に
応
じ

て
学
習
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

５　

町
教
委
か
ら
配
布
さ
れ
て
い
る
「
さ
つ
ま
っ

子　

家
庭
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
活
用
し
な
が
ら

学
年
に
応
じ
た
家

庭
学
習
の
時
間
や

仕
方
を
保
護
者
に

説
明
し
、
家
庭
と

連
携
し
た
取
組
を

充
実
し
て
い
き
ま

す
。

１　

読
み
取
り
の
基
礎
と
な
る
読
書
に
つ
い
て
、

　

「
さ
つ
ま
読
書
の
す
す
め
」
の
推
薦
図
書
を
小
学

　

校
一
年
か
ら
中
学
生
ま
で
学
年
ご
と
に
示
し
、
こ

　

れ
ま
で
同
様
に
読
書
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

　

ま
す
。

２　

小
学
校
・
中
学
校
の
連
携
を
さ
ら
に
促
進
し
、

　

学
習
の
し
つ
け
や
家
庭
学
習
の
時
間
の
確
保
な
ど

　

小
・
中
学
校
９
年
間
の
学
習
を
見
通
し
た
指
導
を

　

行
い
ま
す
。

３　

一
昨
年
度
か
ら
「
さ
つ
ま
っ
子　

家
庭
学
習
の

　

ポ
イ
ン
ト
」
〜
「
早
ね
、
早
お
き
、
朝
ご
は
ん
に

　

よ
る
家
庭
学
習
の
充
実
」
を
町
内
小
中
学
生
と
全

　

保
護
者
に
配
布
し
、
家
庭
学

　

習
に
つ
い
て
町
内
そ
ろ
っ
た

　

取
組
が
で
き
る
よ
う
な
働
き

　

か
け
を
し
て
い
ま
す
。

上
の
表
は
、
１
月
に
県
教
育
委
員
会
が
県
下
の
全
て
の
小
学
校
５

年
・
中
学
校
１
年
・
２
年
を
対
象
に
実
施
し
た
「
鹿
児
島
学
習
定

着
度
調
査
」
結
果
の
町
と
県
の
平
均
等
と
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

今
年
か
ら
「
基
礎
･
基
本
」
と
「
思
考
･
表
現
」
の
二
つ
の
領
域

に
分
け
て
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
定
着
を
調
査
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
全
体
の
結
果
と
町
教
育
委
員
会
･
各
学
校
が
今
後
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力
を…

平成25年度財政状況平成25年度財政状況
（平成26年３月末まで）

一般会計の状況
一般会計予算総額

１４５億６１４万８千円
（前年度比　1.3％の増）

0

その他

町債

諸収入

県支出金

国庫支出金

使用料・手数料

分担金・負担金

地方交付税

町税

0     10億     20億      30億     40億    50億   　60億     70億

18億7,617万6千円
22億853万7千円

1億7,486万9千円
1億6,502万2千円

1億8,729万9千円
1億8,910万9千円

13億3,998万円
8億8,745万2千円

11億3,983万1千円
 7億3,226万7千円

3億9,712万2千円

15億5,799万3千円

19億8,276万8千円
19億6,431万1千円

4億645万4千円

■収入
収入済額　131億1,726万5千円
収 入 率　90．4％

予算額　　　　収入済額

58億4,077万8千円
65億7,344万5千円
58億4,077万8千円
65億7,344万5千円

0予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費

5億    10億   15億　　20億   25億  　30億    35億   40億

1億2,457万4千円
1億2,342万3千円

8億4,385万3千円
7億1,118万円

12億2,532万8千円

1億3,159万円
1億2,664万1千円

9億3,631万3千円
4億9,118万3千円
4億4,251万3千円

22億4,758万2千円
22億5,169万3千円

1億3,210万1千円
8,147万2千円

279万9千円

9億7,829万9千円
10億8,024万円

10億4,793万5千円
8億1,555万8千円

■支出
支出済額　131億4,319万5千円
支出率　　 90．6％

予算額　　　　支出済額

34億4,706万5千円
31億8,248万7千円

37億2,778万7千円
34億9,772万7千円

34億4,706万5千円
31億8,248万7千円

37億2,778万7千円
34億9,772万7千円

■基金(貯金）の状況

■特別会計の状況

■公営企業会計の状況

基金名 金　額 基金名

住宅新築資金等貸付町債償還基金 53万8千円

公共施設整備基金

地域公共交通対策維持確保基金財政調整基金 36億1,710万6千円

減債基金

国民健康保険基金

電源立地地域対策交付金事業基金 5,116万7千円 国民健康保険高額療養資金貸付基金

役場庁舎建設基金 4億4,647万7千円

合　計

ふるさとさつま応援基金 521万3千円 介護保険給付費準備基金

7,049万1千円

まちづくり振興基金 6億9,051万2千円

1,590万円

金　額

4,026万1千円

5億2,033万6千円2億227万4千円

子ども健やか育成基金 1億9,025万6千円

災害対策基金

町営住宅建設等基金 8,140万4千円

肉用牛特別導入事業基金 1,541万5千円退職手当組合調整特別負担金基金

奨学資金貸付基金

65億9,582万3千円

2億8,877万6千円

土地開発基金 1億2,855万6千円

2,343万2千円

1億2,196万2千円

7,574万8千円

1,000万円

農業集落排水事業施設等維持補修基金

※表示単位未満四捨五入の関係で合計は一致しない。

一般会計（３月末現在）において、町民一人当たりに換算すると…
●使われたお金　　57万８千円　　●町債(借金)残高　70万６千円
●基金(貯金)残高　29万円　　　　●町税負担額　　　９万７千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　（※平成26年4月1日現在の推計人口22,755人による。）

収入済額 収入率 支出予算額 支出済額 支出率予算額

収益的 1億4,538万円 1億4,111万円 97.1% 1億3,570万円 1億1,923万円 87.9%

資本的 496万円 527万円 106.3% 4,966万円 3,831万円 77.1%

収益的 2億4,179万円 2億3,944万円 99% 2億3,894万円 2億1,119万円 88.4%

資本的 8,058万円 7,223万円 89.6% 1億9,553万円 1億8,578万円 95%
簡易水道事業会計

水 道 事 業 会 計

会　　計　　名

収入率 支出率

88.7% 92.4%

95.5% 95.4%

98.1% 89.6%

93.7% 93.9%

106.6% 93.5%

特 別 会 計 名 予　算　額 収入済額 支出済額

31億8,283万4千円30億5,425万1千円34億4,526万2千円

3億2,373万円 3億919万8千円 3億885万9千円

31億1,173万1千円 30億5,335万1千円 27億8,913万6千円

2,163万7千円 2,027万8千円 2,030万7千円

4,858万9千円 5,177万8千円 4,541万5千円

国 民 健 康 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

平
成
25
年
度
「
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
」
結
果
か
ら

【
町
教
育
委
員
会
の
取
組
】

【
各
学
校
の
取
組
】

中学校 １・２ 年生
の分析

小学校５年生
の分析

鹿児島学習定着度調査（全体）結果



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り

き
れ
い
だ
ね

九
州
大
会
で
優
勝

み
や
ん
じ
ょ
Ｊ
Ｖ
Ｃ

櫛
山
シ
ミ
さ
ん

１
０
５
歳

５
０
０
人
街
頭
立
哨

春
の
交
通
安
全
運
動

鮎
の
稚
魚
放
流

大
き
く
な
あ
れ

も
み
じ
を
寄
贈

国
際
ソ
ロ
プ
チ

　
　

ミ
ス
ト
さ
つ
ま

Ｈ
26
年
度
基
本
方
針

さ
つ
ま
町
青
年
団

「
Ｂ

ｒｏ
ａ

ｄ
ｅ

ｎ
  ｏ

ｕ
ｒ  ｈ

ｏ
ｒｉｚ

ｏ
ｎ

ｓ」

～
視
野
を
広
げ
る
～

掘
っ
て
び
っ
く
り
11
本

幸
運
の
タ
ケ
ノ
コ
?

祝

　

４
月
６
日
、
時
吉
地
区
運
動
公

園
周
辺
で
、
時
吉
区
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

を
見
よ
う
と
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

背
景
に
写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。　

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ス

ケ
ッ
チ
大
会
も
行
わ
れ
、
赤
や
黄

色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
画
用
紙
い

っ
ぱ
い
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
地
元
の
農
産
物
や
切

り
花
の
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の

方
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

長
崎
県
島
原
市
で
３
月
30
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
「
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
Ｕ
14
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
み
や

ん
じ
ょ
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
、
鹿
児
島
県
勢

で
初
の
優
勝
を
果
た
し
、
４
月
11

日
、
日
髙
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
み
や
ん
じ
ょ
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、

14
歳
以
下
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム

で
、
宮
之
城
中
学
校
男
子
バ
レ
ー

部
を
中
心
と
し
、
小
学
生
を
入
れ

た
チ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
宮
之
城
中
学
校
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
し
て
、
夏
の

全
国
大
会
２
年
連
続
出
場
を
目
標

に
頑
張
る
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
で
は
１
０
５
歳
・
１
１
０
歳

に
到
達
さ
れ
た
方
に
記
念
品
を
贈

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
リ
エ
に
入

所
さ
れ
て
い
る
櫛
山
シ
ミ
さ
ん
が
、

３
月
に
１
０
５
歳
に
な
ら
れ
た
の

で
ご
家
族
や
施
設
職
員
に
見
守
ら

れ
る
中
、
日
髙
町
長
か
ら
家
紋
入

り
の
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

櫛
山
さ
ん
は
「
１
０
５
歳
に
な

っ
て
お
祝
い
ま
で
し
て
も
ら
え
て

感
無
量
で
す
。
」
と
笑
顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ご
家
族
の
方
は
「
施
設
の

方
に
も
良
く
し
て
も
ら
っ
て
感
謝

し
て
い
ま
す
。
さ
つ
ま
町
で
１
番

の
長
寿
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
取
組
の
ひ
と
つ
、

５
０
０
人
街
頭
総
立
哨
が
町
内
各

地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
通
安
全
運
動
期
間

だ
け
で
な
く
、
広
く
町
民
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
新
一
年
生
や
児
童
・

生
徒
・
出
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー

等
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

本
町
を
流
れ
る
川
内
川
本
支
流

に
お
い
て
、
４
月
４
日
と
８
日
に

稚
ア
ユ
放
流
が
川
内
川
漁
業
協
同

組
合
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
長
５
〜
７
㎝
の
稚
ア
ユ
を
約

１
８
０
㎏
放
流
し
、
６
月
１
日
の

ア
ユ
漁
解
禁
ま
で
に
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
を
祈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
内
川
漁
業
協
同
組
合

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

第
６
回
川
内
川
鮎
ま
つ
り
が
６
月

１
日
（
日
）
に
二
渡
水
辺
公
園
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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３
月
24
日
、
役
場
町
長
応
接
室

で
「
も
み
じ
の
贈
呈
式
」
が
あ
り
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
さ
つ
ま
の

山
本
芳
子
会
長
か
ら
日
髙
町
長
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
み
じ
は
、
新
庁
舎
完
成
記
念

と
し
て
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
、
新

庁
舎
西
側
の
町
道
沿
い
に
２
本
植

栽
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
平
成
26
年
度
さ
つ

ま
町
青
年
団
定
期
総
会
が
宮
之
城

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
設
立
か
ら
今
年
で
４
年
目
を

迎
え
る
さ
つ
ま
町
青
年
団
は
、
設

立
当
初
６
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現

在
30
人
に
団
員
を
増
や
し
て
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
時
か
ら
団
長
を
務
め
る
福

島
英
之
さ
ん
は
「
さ
つ
ま
町
青
年

団
は
『
人
の
た
め
、
自
分
の
た
め
、

町
の
た
め
』
に
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
根
本
に
あ
る
の
は
、
ま

ず
自
分
た
ち
が
活
動
を
楽
し
む
こ

と
。
積
極
的
に
町
内
行
事
へ
参
加

し
た
り
、
独
自
の
活
動
を
企
画
し

な
が
ら
若
い
力
で
町
を
活
性
化
し

て
い
き
た
い
。
目
標
を
高
く
持
ち
、

団
員
一
丸
と
な
り
小
さ
な
こ
と
か

ら
コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
」
と
力
強
く
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
様
々
な
場
面
で
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

３
月
25
日　

佐
志
地
区
の
池
之

野
俊
一
さ
ん
が
役
場
本
庁
舎
に
タ

ケ
ノ
コ
を
持
参
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
に
自
分
の
山
で
見
つ
け
掘

っ
て
み
た
ら
、
１
本
の
根
に
な
ん

と
11
本
の
タ
ケ
ノ
コ
が
連
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

傷
つ
け
な
い
よ
う
慎
重
に
作
業

を
行
い
、
約
１
時
間
か
か
っ
て
掘

り
出
し
ま
し
た
。

　

池
之
野
さ
ん
は
「
今
ま
で
こ
ん

な
タ
ケ
ノ
コ
は
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
ケ
ノ
コ
は
、
役
場
の
総

合
案
内
の
前
に
展
示
し
、来
庁
さ
れ

た
方
は
珍
し
い
タ
ケ
ノ
コ
を
見
て

写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

「人のため、自分のため、町のため」に活動する青年団

タケノコを手にする池之野さん

105歳到達の祝福を受ける櫛山さん（前列）

大きく成長するよう祈りながら放流しました

優勝報告に訪れた「みやんじょＪＶＣ」の皆さん

宮之城鉄道記念館前での街頭立哨

※
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
と
は
、
２
つ
の
ラ

テ
ン
語
か
ら
作
ら
れ
た
語
で
、
「
女

性
に
と
っ
て
最
良
の
も
の
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
女
性
の
人
権
や
地
位

を
向
上
す
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 目録を手渡す山本会長（中央）と小牧さん

　湯田在住の福山達男さん（88歳）が旭日単光

章（高齢者叙勲）を受賞され、４月１日、日髙町

長から勲記と勲章が伝達されました。

　福山さんは、宮之城町議会議員として３期12

年にわたり在職さ

れました。

　また、一部事務

組合議会議員とし

て、本町の住民福

祉の向上にご尽力

されました。

　今回、それらの

功績が認められ受

賞されました。

撮
影
日
　
３
月
28
日

場
　
所
　
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー

ま
ち
の
風
景

ま
ち
の
風
景

子どもたちによるスケッチ大会の様子

旭日単光章を受賞

福山達男さん

珍
タ
ケ
ノ
コ

　
　
発
見
①

受
賞
を
喜
ぶ
福
山
さ
ん



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

マ
ン
ゴ
ー
収
穫
祭

と
ろ
け
る
よ
う
な
甘
さ

さ
つ
ま
町
へ
よ
う
こ
そ

転
入
教
職
員
宣
誓
式

交
通
安
全
を

　
呼
び
か
け
ま
す

宮
之
城
交
通
少
年
団

各
種
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
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４
月
15
日
、
マ
ン
ゴ
ー
収
穫
祭

が
、福
岡
観
光
農
園（
園
主　

福
岡

喜
一
郎
さ
ん
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
産
者
や
関
係
者
な

ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
は
平
成

12
年
度
か
ら
始
ま
り
、
現
在
６
戸

の
農
家
が
面
積
74
ア
ー
ル
で
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
４
月
11
日
よ
り
出
荷
が

始
ま
り
ま
し
た
。例
年
よ
り
少
し
遅

い
で
す
が
、
多
く
の
実
が
つ
い
て

お
り
、
昨
年
度
よ
り
多
い
約
９
ト

ン
の
出
荷
を
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
を

ピ
ー
ク
に
鹿
児
島
市
場
を
中
心
に

出
荷
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

４
月
11
日
、
本
町
の
小
・
中
学

校
に
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
49
人
の

先
生
方
を
迎
え
、
宣
誓
式
が
宮
之

城
ひ
ま
わ
り
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
本
年
度
新
規
採
用
の

中
村
美
和
子
教
諭
（
盈
進
小
学

校
）
と
千
葉
史
郎
事
務
主
査
（
同

校
）
が
町
教
職
員
と
し
て
の
決
意

を
宣
誓
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、「
た
け
の
こ
の
水

煮
」
や
「
薩
摩
西
郷
梅
」
な
ど
特

産
品
の
詰
め
合
わ
せ
を
贈
り
、
町

長
・
教
育
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

転
入
教
職
員
を
代
表
し
て
山
崎

小
学
校
の
和
田
敏
郎
校
長
が
、
確

か
な
学
力
の
定
着
を
は
じ
め
、

「
さ
つ
ま
学
」の
充
実
な
ど
地
域
に

根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

に
向
け
て
、
力
強
く
取
り
組
ん
で

い
く
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

　

４
月
10
日
、
盈
進
小
学
校
校
長

室
で
平
成
26
年
度
宮
之
城
交
通
少

年
団
（
盈
進
小
５
・
６
年
生
21
人

で
構
成
）
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
毎
月
20
日
の
「
交
通
安

全
の
日
」
に
宮
之
城
屋
地
本
町
交

差
点
で
立
哨
を
行
う
ほ
か
、
交
通

安
全
週
間
や
交
通
安
全
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

結
団
式
で
団
員
の
皆
さ
ん
は
、

交
通
少
年
団
の
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
、
団
員
と
し
て
の
決
意
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
毎
月
支
払
う
電
気
料

金
か
ら
、
電
力
会
社
は
販
売
電
気

１
，
０
０
０
k
W
h
あ
た
り
３
７

５
円
を
電
源
開
発
促
進
税
と
し
て

国
に
納
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
納
め
ら
れ
た
税
金
を
も
と

に
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
発
電
用
施
設
の
設

置
や
運
転
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

電
源
地
域
の
市
町
村
で
実
施
す
る

公
共
用
施
設
整
備
や
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
を
図
る
た
め
の
地
域
活

性
化
事
業
に
対
し
て
、
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

本
町
に
も
、
こ
の
交
付
金
の
う

ち
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付

金
と
電
力
移
出
県
等
交
付
金
（
県

内
の
発
電
電
力
が
消
費
電
力
を
超

え
て
他
県
へ
移
出
さ
れ
て
い
る
部

分
の
電
力
量
に
対
す
る
交
付
金
）

が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
こ
の
交
付
金

や
交
付
金
を
積
み
立
て
た
基
金
を

活
用
し
て
次
の
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

①
町
道
吹
田
湯
之
元
線
道
路
舗
装

工
事
（
湯
田
地
内
）

②
町
道
佐
志
変
電
所
本
線
道
路
舗

装
工
事
（
田
原
地
内
）

③
屋
地
商
店
街
街
路
灯
整
備
工
事

（
宮
之
城
屋
地
地
内
）

④
東
谷
墓
地
整
備
工
事
（
宮
之
城

屋
地
地
内
）

⑤
消
防
本
部
広
報
連
絡
車
整
備
事

業
（
時
吉
地
内
）

⑥
神
子
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事

（
神
子
地
内
）

⑦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
ピ
ッ

ト
屋
根
修
繕
工
事
（
湯
田
地
内
）

⑧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
号
炉
灰

出
し
コ
ン
ベ
ア
修
繕
工
事
（
湯

田
地
内
）

⑨
屋
地
楽
習
館
受
変
電
設
備
改
修

工
事
（
宮
之
城
屋
地
地
内
）

⑩
さ
つ
ま
町
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
事
業
基
金
造
成
事
業

　

さ
つ
ま
町
で
は
、
消
費
生
活

相
談
窓
口
と
し
て
、
商
工
観
光

課
に
専
門
相
談
員
を
配
置
し
ま

し
た
。

■
業
務
内
容
…
振
り
込
め
詐
欺
、

架
空
請
求
、
多
重
債
務
、
契
約

ト
ラ
ブ
ル
（
訪
問
販
売
、
電
話

勧
誘
な
ど
）
リ
コ
ー
ル
・
安
全

な
ど
に
関
す
る
相
談
と
啓
発
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
紙
で

は
シ
リ
ー
ズ
で
、
消
費
生
活
問

題
に
関
す
る
記
事
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

出
前
講
座
行
い
ま
す
。

・
消
費
生
活
講
座
で
、
最
新
の

ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
知
り
対
処
法

を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

サ
ロ
ン
、
高
齢
者
学
級
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
地
域
の
集
ま
り
な
ど
出

張
講
座
に
伺
い
ま
す
。

無
料
で
す
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

・
電
話
相
談
、
窓
口
相
談
、
出

張
相
談
（
相
談
員
が
訪
問
）
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
被
害
は
誰
に
で
も
起

こ
り
ま
す
。

■
相
談
窓
口　

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　

（
内
線
２
３
３
１
）

■
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
３
７
０

（
身
近
な
相
談
窓
口
に
つ
な
が

る
全
国
共
通
の
消
費
生
活
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
）

※相談委員の担当区域に関わらず、どこの会場でも構いませんのでご相談ください。
※５月以外でも、次のとおり行政相談を実施しますので、お気軽にご相談ください。（宮之城ひまわり館では、心配ごと相談と一緒に実施します。）

■お問い合わせ先　
総務課 行政係（内線2213）

毎月第３木曜日

８月11日(月)、　10月20日(月)

２月23日(月)

８月11日(月)７月14日(月)、

９月８日(月)

　10月20日(月)、　12月15日(月)

２月23日(月)

午前９時～正午

午前９時～正午

午前９時～正午

午前９時～正午

午前10時～正午

鶴田支所(１階相談室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

薩摩農村環境改善センター

宮之城ひまわり館(相談室) 小島　泰秀

開　催　日 時　　間 場　　　所 相談委員

東郷　光行

竪山　修啓

　毎日の暮らしの中で、国・県・町が行ってい

る仕事への疑問や相談ごとはありませんか。

「行政相談委員」が、次のとおり行政相談所を

開設しますので、お気軽にご相談ください。

　なお、相談は無料で、秘密は堅く守られます。

佐志地区公民館(図書室)

開　催　日 時　　間 場　　　所 相談委員

５月12日(月) 午前９時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

５月19日(月)

５月20日(火)

５月21日(水)

５月22日(木)

鶴田支所(１階相談室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

虎居地区公民館(小会議室)

山崎地区公民館(和室)

宮之城ひまわり館(相談室)

東郷　光行

竪山　修啓

小島　泰秀

小松　幾代
消費生活相談員

宣誓書を読み上げる中村教諭（中央）と千葉事務主査

交付金事業で整備された「消防広報連絡車」

黄色の帽子とスカーフを身に着けた団員

収穫したマンゴーを手にする関係者

行政に対するご相談は、行政相談委員へ行政に対するご相談は、行政相談委員へ
【さつま町の行政相談委員】
◆宮之城地区担当　小島 泰秀　さつま町轟町８番地４　 ☎５３－２３９６
◆鶴田地区担当　　東郷 光行　さつま町神子720番地８　☎５９－２６２９
◆薩摩地区担当　　竪山 修啓　さつま町求名12570番地　☎５７－１５５４

～行政の悩みごとについて

     相談してみませんか～

【行政相談日程】

安
心
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町　

さ
つ
ま
町

～
声
を
掛
け
合
い
、
見
守
り
合
い
、
み
ん
な
で
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う
～

消
費
生
活
相
談
員
を
配
置

　
　
　

お
困
り
の
際
は
す
ぐ
相
談
を
！！

『
困
っ
た
と
き
は
コ
マ
ッ
チ
ャ
ン

に
』
と
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

〈
相
談
員
の
紹
介
〉

☆
自
己
紹
介
…
タ
ケ
ノ
コ
に
例

え
る
と
地
元
産
、
で
も
と
て

も
食
べ
れ
ま
せ
ん
、
新
し
い

タ
ケ
ノ
コ
増
産
中
!?

☆
趣
味
…
自
転
車
（
マ
マ
チ
ャ

リ
）
、
山
歩
き
、
ヨ
ガ
他
い

ず
れ
も
か
じ
る
程
度
で
す
。

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
気
軽
に
相
談
を
！



この画像は

表示できま

せん
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※紹介したもの以外にもたくさんの本が入っています！

　詳しくは各図書室へお尋ねください。

　（出版社の了承を得て掲載しております。）

精一杯滑ることで、感謝の気

持ちを伝えたい。東日本大震

災で被災しながら逆境をバネ

に大躍進を遂げた羽生結弦が

スケートへの熱い思いを語り

ます。

おひさまポカポカ、あああつい。

雪でブルブル、ううさむい…。

エルマーとなかまたちが、はんた

いことばを教えてくれるカラフル

で楽しい絵本です。

新着本新着本

「香夜」
髙樹　のぶ子 著

（集英社）

「楽しく遊ぶ学ぶ　　　　

　よのなかの図鑑」
寺本　潔　監修

（小学館）

「ストーリーで楽しむ　　　
　　日本の古典９

東海道中膝栗毛」
越水 利江子 著　十々夜 絵

（岩崎書店）

「おたまじゃくしの
　しょうがっこう」

かこさとし 作・絵
  （偕成社）　

「蒼い炎」
　羽生　結弦 著（扶桑社）

「エルマーのはんたいことば」
　デビッド・マッキー 絵・文
　きたむらさとし 訳（ＢＬ出版）

【お問い合わせ先】・教育委員会　社会教育課　☎53-1111（内線2531）・こども図書館          ☎57-1202

　　　　　　　　　・屋地楽習館図書室　　　　☎53-1994    　　　　・鶴田中央公民館図書室　☎59-2022(代表)　

★図書室スタンプラリー

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑬

健
康
さ
つ
ま
21　

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

　　

新
緑
の
目
に
鮮
や
か
な
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
さ
つ
ま
町
内
で
五
月
ご

ろ
に
行
わ
れ
る
年
中
行
事
と
内
容
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
月
に
は
端
午
の
節
句
が
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
こ
ど
も
の
日
と
し
て
祝
日
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
成
長
を
願

い
、
菖
蒲
を
水
桶
や
ヒ
サ
シ
に
飾
り
、

「
チ
マ
キ
」
（
ア
ク
マ
キ
）
を
食
べ
ま
し

た
。
菖
蒲
は
「
尚
武
」
に
つ
な
が
り
、
武

家
の
家
庭
で
特
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

ア
ク
マ
キ
の
ほ
か
に
も
、
う
る
ち
米
の
粉

と
小
麦
粉
を
混
ぜ
て
練
り
合
わ
せ
た
「
ダ

ゴ
マ
キ
」
や
カ
カ
ラ
（
サ
ル
ト
リ
イ
バ

ラ
）
の
葉
に
挟
ん
で
茹
で
た
「
カ
カ
ラ
ン

ダ
ゴ
」
な
ど
も
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

端
午
の
節
句
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
と

し
て
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
す
が
、
も
と
は

中
国
の
故
事
で
滝
を
登
っ
た
鯉
が
龍
に
な

っ
た
と
い
う
話
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
さ

つ
ま
町
で
は
明
治
時
代
中
期
以
降
に
徐
々

に
上
げ
る
家
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
立
春
か
ら
数
え
て
八
十

八
日
目
を
八
十
八
夜
と
言
い
ま
す
。
「
夏

も
近
づ
く
八
十
八
夜
～
♪
」
と
唱
歌
『
茶

摘
み
』
で
も
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
頃
に
な
る
と
気
候
も
安
定
し
て
く
る
こ

と
か
ら
、
茶
摘
み
を
始
め
る
目
安
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
五
月
中
旬
に
は
稲

の
種
ま
き
を
行
い
、
苗
代
作
り
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
の
種
ま
き
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、

シ
ト
ギ
を
柿
の
葉
な
ど
に
包
ん
で
田
の
水

口
な
ど
に
供
え
て
豊
作
を
祈
願
す
る
な
ど
、

田
植
え
の
準
備
も
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

４月子牛せり市結果　期日：４月７日(月)～８日(火） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 243 130,736,000 1,045,000 538,008 281

302

294

571,202

558,192

765,000

1,045,000

215,343,000

346,079,000

377

620

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対３月分）

  3,367円安値

  6,665円高値

　  3,281円高値

　

健
診
（
検
診
）
は
、
結
果
を
生
か
す

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

健
診
（
検
診
）
は
、
受
診
し
た
ら
終

わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
を
受
け

取
っ
た
後
、
い
か
に
活
用
す
る
か
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

結
果
が
悪
か
っ
た
場
合
、
『
何
も
症

状
が
な
い
か
ら
』
『
精
密
検
査
を
す
る

の
が
怖
い
か
ら
』
と
生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
や
精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
を

た
め
ら
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
は
病

気
の
初
期
に
は
症
状
が
な
い
こ
と
が
一

般
的
で
す
。
病
気
が
進
行
す
れ
ば
何
か

し
ら
の
症
状
が
出
ま
す
し
、
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
今
回
、
結
果
に
異
常
が
な
か
っ

た
方
（
要
観
察
も
含
む
）
も
油
断
は
禁

物
で
す
。
昨
年
の
結
果
と
見
比
べ
て
、

項
目
ご
と
に
数
値
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
少
し
の
変
化

で
も
、
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
体

に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
体
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　返却された本で、ページが破られたり、落書き

や飲み物のシミなどで汚れたりしているものが増

えています。図書室の本は町民みなさまのもので

す。大切に取扱いましょう。
破れた本 シミで汚れた本

開催中！！開催中！！
・スタンプカード配布：５月13日（火）まで　※期間中１人１枚　

・スタンプ押印：５月31日（土）まで　　

・対象：小学生以下

・内容：貸出１冊ごとにスタンプを１個押します。スタンプ20個でプレゼントと交換！

図書室からのお願い図書室からのお願い
●本の汚損（汚れや水濡れ）・破損
 （ページ破れ・外れ）が増えています。　

土・日・祝日と23日は
10冊まで借りられるよ！
たくさんスタンプを
もらうチャンス！

【屋地楽習館図書室】 【こども図書館】

【鶴田中央公民館図書室】

新緑が心地良い季節になりました。爽やかな風の中で、読書を楽しんでみませんか？

町図書室には、今の季節にピッタリの本がたくさんあります。ぜひご利用ください！

平
成
26
年
度
の
健
診
（
検
診
）
が
始
ま
り
ま
す

健
診
（
検
診
）
結
果
か
ら
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
か
ら
だ
の
声
』

健
診
（
検
診
）
結
果
か
ら
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
か
ら
だ
の
声
』

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

『
検
診
』
は
、
何
か
特
定

の
病
気
の
早
期
発
見
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
が
ん

検
診
な
ど
が
こ
れ
に
相
当

し
ま
す
。
つ
ま
り
、
が
ん

検
診
は
、
が
ん
に
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る

た
め
に
行
い
ま
す
。

　

一
方
『
健
診
』
は
、
検

診
の
よ
う
に
特
定
の
疾
患

を
発
見
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

健
康
の
程
度
を
知
る
た

め
、
ま
た
今
の
と
こ
ろ
は

何
の
症
状
も
な
い
け
れ
ど
、

将
来
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
病
気
に
つ
な
が
る
可

能
性
を
見
つ
け
る
た
め
に

行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
健
診
と

検
診
に
は
そ
の
目
的
に
大

き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

　

『
健
診
』
と

　
　

『
検
診
』
の
違
い

Ｌｅｔ’ｓ  ｅｎｊｏｙ　Ｒｅａｄｉｎｇ図書室へ行こう!!図書室へ行こう!!よかとこ
再 発 見

かからん団子

かぐや

た
ん
ご

し
ょ
う
ぶ
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湯
下
吉
郎
　
危
機
管
理
監
　
総

務
課
長
（
危
機
管
理
監
　
総
務

課
長
兼
安
全
安
心
対
策
課
長
）

▽
﨑
野
裕
二
　
企
画
財
政
課
長

（
企
画
課
長
兼
企
業
誘
致
対
策

室
長
）
▽
小
永
田
浩
　
財
産
管

理
課
長
（
工
事
検
査
監
　
工
事

検
査
室
長
）
▽
前
田
淳
三
　
町

民
環
境
課
長
（
町
民
課
長
）
▽

貴
島
晃
人
　
担
い
手
育
成
支
援

室
長
（
環
境
課
長
）
▽
杉
水
流

博
　
耕
地
林
業
課
長
（
耕
地
林

業
課
長
兼
耕
地
係
長
）
▽
高
橋

哲
郎
　
商
工
観
光
課
長
兼
企
業

誘
致
対
策
室
長
（
担
い
手
育
成

支
援
室
長
）
▽
上
野
俊
市
　
教

育
総
務
課
長
（
教
育
委
員
会
総

務
課
長
）
▽
佐
々
木
好
彦
　
学

校
教
育
指
導
監
兼
企
画
指
導
係

長
（
学
校
教
育
指
導
監
兼
指
導

係
長
）
▽
中
島
敏
男
　
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
鶴
田
支
所

長
）
▽
橋
ノ
口
賢
二
　
社
会
教

育
課
長
（
文
化
課
長
）
▽
岩
元

義
治
　
水
道
課
長
（
社
会
教

育
課
長
）
▽
本
田
孝
市
　
鶴

田
支
所
長
（
監
査
委
員
事
務

局
長
）
▽
赤
﨑
敬
一
郎
　
薩
摩

支
所
長
（
商
工
観
光
課
長
）

中
間
博
巳
　
議
会
事
務
局
長
（
議

会
事
務
局
長
補
佐
兼
議
事
係
長
）

▽
四
位
良
和
　
健
康
増
進
課
長

（
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健
康
増

進
係
長
）
▽
福
田
澄
孝
　
監
査
委

員
事
務
局
長
（
財
政
課
長
補
佐
兼

管
財
係
長
兼
庁
舎
建
設
係
）

角
茂
樹
　
総
務
課
長
補
佐
（
総

務
課
長
補
佐
兼
秘
書
人
事
係

長
）
▽
押
川
吉
伸
　
企
画
財
政

課
長
補
佐
（
企
画
課
長
補
佐
兼

企
画
係
長
）
▽
三
腰
善
行
　
町

民
環
境
課
長
補
佐
（
社
会
教
育

課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
）

▽
丸
田
忠
　
健
康
増
進
課
長
補

佐
兼
保
険
係
長
（
町
民
課
長
補

佐
兼
人
権
同
和
対
策
係
長
兼
太

陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
係
長
）
▽
羽

有
郁
夫
　
商
工
観
光
課
長
補
佐

（
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
保
険

係
長
）
▽
中
窪
啓
二
　
社
会
教

育
課
長
補
佐
（
農
政
課
長
補
佐

兼
農
政
係
長
）

半
﨑
幹
男
　
議
会
事
務
局
長
補

佐
兼
議
事
係
長
（
総
務
課
広
報

文
書
係
長
）
▽
原
田
剛
志
　
総

務
課
長
補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長

（
工
事
検
査
室
契
約
検
査
係

長
）
▽
米
良
瑞
枝
　
町
民
環
境

課
長
補
佐
兼
町
民
係
長
（
町
民

課
町
民
係
長
）
▽
三
角
芳
文
　

水
道
課
長
補
佐
兼
水
道
管
理
係

長
（
水
道
課
管
理
係
長
）

満
園
誠
　
財
産
管
理
課
財
産
管

理
係
長
（
企
画
課
地
域
振
興
係

長
）
▽
下
田
良
二
　
財
産
管
理

課
契
約
検
査
係
長
（
建
設
課
土

木
管
理
係
長
）
▽
栗
山
亮
一

町
民
環
境
課
人
権
同
和
対
策
係

長
兼
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
係
長

（
福
祉
課
子
ど
も
福
祉
係
長
）

▽
白
男
川
二
三
代
　
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
長
（
鶴
田
支
所
町

民
係
長
）
▽
久
保
浩
美
　
介
護

保
険
課
介
護
保
険
係
長
（
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
長
）
▽
櫻
伸
一

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
長

（
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
係
長
）

▽
上
井
誠
　
農
政
課
有
害
鳥
獣

対
策
係
長
（
耕
地
林
業
課
管
理

係
長
）
▽
大
山
孝
　
建
設
課
土

木
管
理
係
長
（
税
務
課
収
納
第

１
係
長
）
▽
山
田
博
彦
　
社
会

教
育
課
社
会
教
育
係
長
（
介
護

保
険
課
介
護
保
険
係
長
）
▽
熊

田
三
義
　
鶴
田
支
所
町
民
福
祉

係
長
（
学
校
教
育
課
学
事
係

長
）
▽
黒
瀬
陸
朗
　
薩
摩
支
所

税
務
係
長
（
鶴
田
支
所
保
健
福

祉
係
長
）

大
平
誠
　
総
務
課
行
政
係
長

（
総
務
課
政
策
推
進
係
）
▽
中

村
英
美
　
企
画
財
政
課
企
画
係

長
（
庁
舎
建
設
推
進
室
庁
舎
建

設
係
）
▽
松
山
明
浩
　
耕
地
林

業
課
耕
地
係
長
（
税
務
課
町
民

税
係
）
▽
白
石
光
一
　
建
設
課

ま
ち
づ
く
り
係
長
（
薩
摩
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
係
）

31

（
　
）
は
前
職
名

脇
黒
丸
猛
（
水
道
課
長
）
▽
下

市
真
義
（
財
政
課
長
兼
庁
舎
建

設
推
進
室
長
）
▽
栗
野
明
男

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
萩
原
康
正
（
議
会
事
務
局

長
）
▽
今
東
純
夫
（
薩
摩
支
所

長
）
▽
小
椎
八
重
廣
樹
（
健
康

増
進
課
長
）
▽
上
間
幸
治
（
税

務
課
長
補
佐
兼
薩
摩
税
務
係

長
）
▽
東
幸
廣
（
福
祉
課
主
幹

兼
薩
摩
保
健
福
祉
係
長
）
▽
遠

矢
清
志
（
消
防
課
主
幹
）
▽
長

福
位
紀
（
水
道
課
主
幹
）
▽
柳

田
利
秀
（
環
境
課
主
幹
）
▽
植

囿
智
代
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

薩
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食

調
理
員
）
▽
岩
元
定
廣
（
環
境

課
業
務
第
１
係
衛
生
作
業
員
）

▽
藤
田
慎
一
（
消
防
課
主
幹
）

25

　
５
月
16
日
（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

24

　
５
月
21
日
（
水
）

　
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

23

　
５
月
28
日
（
水
）

　
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

24

　
６
月
５
日
（
木
）

　
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
６
月
６
日
（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

26

　
６
月
11
日
（
水
）

　
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

・
５
月
26
日
（
月
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　
受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　
２
階
会
議
室
Ｂ
）

・
６
月
９
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
受
付
（
さ
つ
ま
町
役
場
本
庁

　
２
階
会
議
室
Ａ
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

　
５
月
21
日
（
水
）
　
　
　
　

　
５
月
28
日
（
水
）

　
６
月
５
日
（
木
）

　
午
後
３
時
〜
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
６
月
３
日
（
火
）

　
６
月
17
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　
（
さ
つ
ま
町
役
場
）

　
６
月
13
日
（
金
）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
受
付

　
（
こ
ど
も
図
書
館
　
え
ほ
ん
の
森
）

　
健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
（
内
線
２
１
４
４
）

　　
次
に
該
当
す
る
資
産
に
つ
き

ま
し
て
は
、
固
定
資
産
税
の
減

免
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
該

当
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
減
免
申
請
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
度
申
請
書
を
提

出
さ
れ
た
方
は
、
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

　
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
固
定
資
産
（
有
料
で
使
用
す

る
も
の
を
除
く
）

（
例
）
公
民
館
用
地
・
防
火
水

槽
用
地
等
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方　
本
庁
税
務
課
資
産
税
係
・
鶴

田
税
務
係
・
薩
摩
税
務
係

※
減
免
申
請
書
は
、
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
５
月
26
日
（
月
）

　
本
庁
税
務
課
　
資
産
税
係

　
（
内
線
２
１
１
５
）

　
鶴
田
支
所
　
鶴
田
税
務
係

　
（
内
線
４
２
１
４
）

　
薩
摩
支
所
　
薩
摩
税
務
係

　
（
内
線
６
１
１
４
）

・
軽
自
動
車
税

【
納
期
限

28

】

　
本
庁
税
務
課
　
収
納
係

　
（
内
線
２
１
１
３
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
（
52
）
１
１
２
３

　
今
年
も
初
夏
の
風
物
詩
ホ
タ

ル
舟
が
運
航
さ
れ
ま
す
。

　
川
内
川
で
精
い
っ
ぱ
い
生
き

る
自
然
の
ホ
タ
ル
た
ち
を
舟
の

上
か
ら
ぜ
ひ
御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
５
月
15
日
（
木
）〜

　
　
　
５
月
31
日
（
土
）

（
19
日
と
26
日
の
月
曜
日
は
運
休
日
）

　
神
子
地
区

　
大
　
人
１
，
５
０
０
円

　
子
ど
も
１
，
０
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
）

※
０
歳
児
は
乗
船
で
き
ま
せ
ん
。

　
５
月
７
日
（
水
）
か
ら

☎
０
９
０
・
９
６
０
２
・
４
６
４
０

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

　
５
月
17
日
（
土
）〜

　
　
　
６
月
１
日
（
日
）

　
二
渡
地
区

　
大
　
人
１
，
０
０
０
円

　
子
ど
も
　
　
５
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
）

　
幼
児
以
下
２
０
０
円

　
現
在
予
約
受
付
中

☎
０
８
０
・
６
４
４
７
・
０
５
７
０

（
下
麦
さ
ん
）

　

  

13

税
務
課
町
民
税
係

　奥
平

　一
樹

町
民
環
境
課
町
民
係

　上
畝

　紫
織

福
祉
課
福
祉
係

　
　愛
甲

　慧

消
防
課
警
防
係

　
　汐
満

　圭
介

消
防
課
保
安
指
導
係

　真
邉

　航
太

消
防
課
予
防
係

　
　冨
森

　詳
平

固
定
資
産
税
第
１
期

【
納
期
限
６
月
２
日
】



過
去
２
年
間
に
国
民
年

金
保
険
料
の
未
納
期
間

が
あ
る
方
へ

年
金
受
給
者
が
所
在
不

明
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

境
界
立
会
い
の
お
願
い

広
　
告

16広報さつま17 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事、イラストなど、たく

さんの声をお聞かせください。

お手数ですが

52 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課秘書広報係　行
　　　　　　（2014/５月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８０３９５ １
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※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所
コーナー

お 便 り

き
り
と
り
線

きりとり線

※個人情報の取扱い
・ご記入いただいた個人

情報は、お便りのご紹
介・賞品発送以外の目
的では使用しません。

が
町
の
特
産
品
の
ひ
と
つ
、
筍
。

あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
見
た
の
で

す
が
、
タ
イ
の
国
の
人
た
ち
は
筍
を
温

泉
に
浸
し
て
ア
ク
を
抜
き
、
柔
ら
か
く

な
っ
た
も
の
を
食
し
て
い
る
ら
し
い
の

で
す
。
町
で
も
あ
お
し
柿
が
あ
る
よ
う

に
筍
も
温
泉
に
浸
し
、
何
か
良
い
ア
イ

デ
ア
で
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
出
来
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
も
う
ひ

と
つ
。
「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
シ
ー

ル
」
が
欲
し
い
の
で
す
が
ど
こ
に
行
け

ば
も
ら
え
る
（
購
入
で
き
る
）
の
で
し

ょ
う
か
。
（
ひ
ろ
り
ん　

46
歳
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

タ
ケ
ノ
コ
を
温
泉
に
浸
け
る
活
用
方

法
。
読
者
の
方
で
ご
存
知
の
方
は
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
質
問
の
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
シ
ー

ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
町
で
の
無

料
配
布
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
販
売
は
、

さ
つ
ま
物
産
館
（
宮
之
城
鉄
道
記
念
館

内
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ル
は
、

色
々
な
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
が
載
っ
た
シ

ー
ル
（
１
枚
80
円
）
と
サ
ン
キ
ュ
ー
シ

ー
ル
（
１
枚
60
円
）
の
２
種
類
で
す
。

詳
し
く
は
、
さ
つ
ま
物
産
館
（
☎
53
‐

０
５
２
５
）
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　

（
秘
書
広
報
係 　

  

）

月
10
日
は
、
鶴
田
幼
稚
園
の
入

園
式
で
し
た
。
わ
た
し
は
「
ゆ

め
ぐ
み
」
に
進
級
し
ま
し
た
。
明
日
か

ら
楽
し
み
で
す
。
６
月
で
６
歳
に
な
り

ま
す
。（
き
た
は
ら
み
と　

５
歳
女
の
子
）

　
　
　
　
　
　
　

★

　

ゆ
め
ぐ
み
に
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
幼
稚
園
の
こ
と

を
た
く
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。
お

誕
生
日
も
も
う
す
ぐ
だ
か
ら
楽
し
み
で

す
ね
。
（
秘
書
広
報
係　

   

）

※

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

広
　
告

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

お墓のリフォーム

墓石・納骨堂　解体・撤去

銘碑の彫り込み

墓石 納 骨 堂

鳥　居　通

我

４

花

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大

さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な

い
と
き
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

申
請
は
、
役
場
本
庁
町
民

係
・
各
支
所
町
民
福
祉
係
ま
た

は
川
内
年
金
事
務
所
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

・
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万

一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明

と
な
っ
て
１
か
月
以
上
経
過
し

た
場
合
、
世
帯
員
（
住
民
票
上

の
世
帯
が
同
一
の
方
）
は
そ
の

旨
を
年
金
事
務
所
へ
届
出
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
生
存
の
事
実
確
認
が
で
き
な

い
場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が

一
時
止
ま
り
ま
す
。
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所　

　

☎
（
22
）
５
２
７
６

　
　
　

自
動
音
声
案
内

　

道
路
・
河
川
等
の
公
共
用
地

と
隣
接
し
て
い
る
土
地
の
宅
地

造
成
や
埋
め
立
て
あ
る
い
は
切

り
下
げ
等
を
行
う
場
合
は
、
町

と
原
因
者
が
境
界
確
認
を
行
い
、

双
方
協
議
の
う
え
で
『
境
界
』

を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
は
、
お
互
い
の
「
財
産

保
持
」
と
第
三
者
に
対
し
て
の

「
公
的
証
明
」
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
公

共
用
地
境
界
確
定
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

建
設
課　

土
木
管
理
係

　

（
内
線
２
２
５
５
）

診療科
内　科 神 野

益 崎

本 坊

大塚

本 坊

大塚
（内視鏡）

大塚
（内視鏡）

海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 馬ノ段林 田 林 田

緒 方本 坊 本 坊

益 崎 益 崎

福 岡

大塚

早 川

倉 元

堀之内
(第2・第4)

吉松
(原則 第2・4)

大塚
(第2・第4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
大学

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

　この販売代金につきましては、今後、物産館の室内灯や外灯、防犯灯のＬＥＤ化など地球温

暖化対策に活用します。

　なお、「かごしまエコファンド制度」は事業者等が自ら削減できない二酸化炭素排出量分を、

間伐等の森林整備による削減活動に投資することによりその埋め合わせをする仕組みです。

　町では、『霊峰「紫尾山」に抱かれたさつま町の森林づくりによるエコプロジェクト』として、町有林の

間伐を行い、325ｔ分の二酸化炭素吸収量の認証を受け、次の事業所にその一部を購入して頂きました。

　

４
月
16
日
、
時
吉
地
区
の
市
耒
栄
造

さ
ん
所
有
の
竹
林
で
、
珍
し
い
タ
ケ
ノ

コ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

市
耒
さ
ん
が
山
で
、
穂
先
が
10
㌢
位

地
面
に
出
た
タ
ケ
ノ
コ
を
発
見
。
少
し

掘
る
と
二
股
だ
と
わ
か
り
、
母
親
が
子

ど
も
を
背
負
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
に

見
え
た
た
め
底
ま
で
掘
っ
て
み
た
ら
、

手
を
つ
な
い
で
い
る
子
ど
も
（
タ
ケ
ノ

コ
）
が
も
う
一
人
い
ま
し
た
。
珍
し
い

た
め
多
く
の
方
に
み
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
、
町
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
は
、
役
場
本
庁
１
階
町
民

ホ
ー
ル
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４月15日、珍しいタケノコ(泊野産)が採れたと役場に寄贈
がありました。町民ホールに展示させていただきました。

タ
ケ
ノ
コ
を
手
に
す
る
市
耒
さ
ん

花

珍
タ
ケ
ノ
コ

　
　 

発
見
③

市
耒
栄
造
さ
ん

タケノコ発見②タケノコ発見②珍

薩摩郡医師会病院診療案内 (Ｈ26.4.1～)

※堀之内医師(循環器内科)は、午前診療となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(TEL：0996-53-0326)

かごしまエコファンド制度の取組状況

※ 詳しくは、かごしまエコファンドのホームページ（http://kagoshima-ecofund.jp）か、
   耕地林業課林業振興係（内線2432）までお問い合わせください。　　　　　　

株式会社　二渡建設



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２５年５月１日生

ちゃん上村 花音

両親から一言

父　良　平 さん

母　理　恵 さん

か み む ら か の ん

大長公民会

明るく元気に

　　育ってね！！

５月号のお便りコーナーに
掲載された方へプレゼント。
たくさんのご応募お待ちし
ております♪

をストラップストラップ

読者
さつまるちゃん

差し上げます！

18広報さつま19 広報さつま

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
９
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
22
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

水
道
課　

水
道
管
理
係　

内
村　

千
鶴

水
道
の
管
理
に
関
す
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

No．31さつま町よかとこファイル

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

鳥
獣
害
対
策 

　

平
成
14
年
5
月
よ
り
神
子
地
区

を
流
れ
る
川
内
川
に
お
い
て
「
奥

薩
摩
の
ホ
タ
ル
舟
運
航
」
（
区
間

約
2
㎞
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
13
年

5
月
、
南
日
本
新
聞
に
神
子
橋
付

近
の
ホ
タ
ル
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
の

方
々
を
中
心
に
「
こ
の
ホ
タ
ル
の

幻
想
的
な
美
し
さ
を
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
」
と
い
う
強
い
思
い
に
よ
り
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
幻

想
的
な
世
界
を
一
目
観
よ
う
と
、

毎
年
全
国
各
地
か
ら
観
光
客
の

方
々
が
訪
れ
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
の
幻
想
的
な
乱
舞
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
川
内
川
を
熟
知

し
乗
船
者
の
方
々
の
安
全
面
を
常

に
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
船
頭
さ

ん
や
、
乗
船
前
に
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」
と
笑
顔
で
手
を
振

り
な
が
ら
お
客
様
を
見
送
る
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
。
ま
た
、
運
航
期

間
中
そ
の
区
間
周
辺
に
お
住
ま
い

の
方
々
の
中
で
、
ホ
タ
ル
の
光
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
自
ら

家
の
灯
り
を
消
さ
れ
て
い
る
ご
家

庭
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
温
か
い
心

遣
い
に
も
感
銘
を
受
け
ま
す
。

きりとり線

乗船口に向かうお客さんをスタッフが笑顔で見送ります

　

近
年
、
全
国
的
に
野
生
鳥
獣
（
イ

ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
ニ
ホ
ン
ザ

ル
・
野
ウ
サ
ギ
・
タ
ヌ
キ
・
ア
ナ
グ

マ
・
カ
ラ
ス
な
ど
）
に
よ
る
被
害
が

拡
大
し
て
深
刻
な
状
況
で
す
。 

農
作
物
の
被
害
額
は
、
年
間
２
０
０

億
円
前
後
に
の
ぼ
り
、
ま
た
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
森
林
被

害
面
積
も
年
間
９
千
㌶
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。 

　

原
因
と
し
て
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等

の
生
息
域
の
拡
大
、
個
体
数
の
増
加
、

狩
猟
者
の
減
少
と
高
齢
化
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
鳥
獣
被
害
の
増
加
は
、

農
家
の
生
産
意
欲
減
退
に
よ
る
耕
作

放
棄
地
の
増
加
や
山
林
の
荒
廃
に
つ

な
が
り
、
農
林
産
物
の
生
産
減
に
と

ど
ま
ら
ず
、生
態
系 

、生
活
環
境
、国

土
保
全
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　

こ
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
現
在
、
鳥
獣
保
護
法
の
一
部
改

正
法
案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
改
正
内
容
は
、
夜
間
の
銃
使

用
解
禁
や
ワ
ナ
猟
免
許
の
取
得
年
齢

を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
な
ど
で

す
。 

　

４
月
14
日
、
環
境
省
に
お
い
て
、

環
境
大
臣
、
副
大
臣
、
政
務
官
等
と

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
懇
談
す
る

機
会
が
あ
り
、
地
方
の
実
情
、
そ
し

て
、
法
改
正
の
必
要
性
、
金
網
柵
等

の
整
備
予
算
拡
充
を
強
く
訴
え
た
と

こ
ろ
で
す
。 

【応募締切】

５月19日(月)消印有効

町長の動静 （平成26年３月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

１
日

　
　

２
日

　
　

３
日

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

17
日

　
　

18
日

　
　

19
日

    

20
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　

25
日

　
　

26
日

　

　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　

31
日

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

川
内
川
漁
業
協
同
組
合
宮
之
城
支
部
第
27
回
総
代
会

第
９
回
さ
つ
ま
町
剣
道
大
会

職
員
朝
会　

▽
鹿
児
島
県
立
薩
摩
中
央
高
等
学
校
第
７
回
卒
業
式

議
会
本
会
議（
一
般
質
問
３
人
）

議
会
本
会
議（
総
括
質
疑
）

第
１
回
虎
居
区
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会　

自
衛
隊
隊
友
会
さ
つ
ま
支
部
入
隊
者
壮
行
会

県
北
薩
振
興
局
建
設
部
県
立
公
園「
歴
史
ゾ
ー
ン
」基
本
設
計
説
明
来
庁

子
牛
せ
り
市　

▽
庁
舎
完
成
検
査

最
終
補
正
予
算
町
長
査
定　

▽
百
歳
到
達
祝
金
贈
呈
式　

▽
国
道
事
務
所
長
道
路
点
検
報
告
来
庁

議
会
総
務
厚
生
・
文
教
経
済
常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
問　

▽
自
衛
隊
新
入
隊
員
壮
行
会

宮
之
城
中
学
校
卒
業
式　

▽
特
定
健
診
等
に
関
す
る
厚
生
連
と
の
協
議

南
日
本
新
聞
支
局
長
異
動
挨
拶
来
庁（
新
旧
）

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
平
成
25
年
度
修
了
式　

▽
町
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

認
定
農
業
者
認
定
書
交
付
式（
３
名
）　

▽
河
川
・
道
路
愛
護
県
知
事
・
町
表
彰
式

百
五
歳
到
達
記
念
品
贈
呈
式　

▽
三
役
調
整
会
議

県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
平
成
25
年
度
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
第
56
回
通
常
総
会
〜
理
事
会（
鹿
児
島
市
）　

町
農
林
業
振
興
対
策
協
議
会　

▽
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

薩
摩
寒
蘭
同
好
会
役
員
来
庁（
来
年
度
県
大
会
を
本
町
で
開
催
）　

▽
南
日
本
新
聞
さ
つ
ま
支
局
長
送
別
会

町
農
業
再
生
協
議
会
総
会　

▽
立
地
企
業
役
員
来
庁

小
中
高
の
学
校
管
理
職
送
別
会

異
業
種
交
流
会

泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　

▽
公
民
会
総
会（
町
政
報
告
）

盈
進
小
学
校
卒
業
式　

▽
町
振
興
計
画
審
議
会　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
さ
つ
ま
か
ら
新
庁
舎
落
成
記
念
と
し
て
町
木
の「
紅
葉
」贈
呈
式

議
会
全
員
協
議
会（
追
加
議
案
）

県
観
光
連
盟
第
４
回
理
事
会（
鹿
児
島
市
）　

▽
県
庁
訪
問
要
望
活
動

県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
訪
問

県
町
村
会
臨
時
総
会
ほ
か
各
種
団
体
総
会（
鹿
児
島
市
）　

本
会
議（
最
終
日
〜
追
加
議
案
ほ
か
）　

▽
議
会
と
の
懇
談
会

町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会　

▽
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
全
体
研
修
会

交
通
安
全
対
策
会
議
委
員
・
企
画
委
員
合
同
会
議
及
び
交
通
安
全
町
民
運
動
推
進
協
議
会

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念　

川
内
甑
島
航
路
開
設
記
念
式
典（
薩
摩
川
内
市
）

平
川
大
薄
高
齢
者
ク
ラ
ブ
総
会（
町
政
報
告
）

退
職
者
辞
令
交
付
式　

▽
職
員
共
済
会
退
職
者
合
同
送
別
会

本
田
ト
キ
ヱ
　
94
　
船
木
東

和
泉
　
久
代
　
94
　
愛
宕

南
　
シ
ヅ
子
　
93
　
境
田

島
子
　
憲
子
　
84
　
下
中
福
良

小
椎
八
重
秀
男
　
92
　
大
薄
下

東
條
フ
ミ
ヱ
　
87
　
柊
野
上
向
江

野
村
ク
ミ
チ
　
94
　
紫
尾
上

宮
路
　
滋
　
　
79
　
町
頭

前
原
　
ト
ミ
　
101
　
屋
地
馬
場

関
　
和
子
　
　
83
　
川
原
町

米
良
　
治
巳
　
96
　
豆
漬

女男女女男女 女

う
し
ろ
だ
に

ゆ

う

と

し
ん
か
い

は
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竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

久保　美怜
く ぼ み さ と

さん
紫尾小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　22,755人（-136人） 

　男　　10,530人（- 62人）

　女　　12,225人（- 74人）

    世帯数　9,700世帯

 転入   128人　転出 　234人

 出生　   8人　死亡    38人

 （平成26年４月１日現在）

     （　）は前月対比

弁護士になり、なやんでいる人を助けたい
　私の将来の夢は、弁護士になることです。なぜなら、

日本の犯罪者やなやんでいる人を少しでも減らしたか

ったからです。「日本には、犯罪者やなやんでいる人

は何人いるのだろう。もし私がその人を助けたら、日

本にいるこんな人たちは少しでも楽になる。」と思いま

した。この大きな夢を胸にいだき、目標を立てて努力

し、実現に向けて中学校でもがんばっていきたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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小緑内科
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てらだ内科クリニック

薩摩郡医師会病院

木原医院

さつまクリニック

鬼丸整形外科
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さし薬局

フタヤ薬局
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